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原 著
諸外国における科学教育の学習内容に学ぶ
-平成 14年度前期 ｢中等理科教育学A｣の実践報告一
田中賢二 (岡山大学教育学部)
本 (平成 14)年度の ｢中等理科教育学 A｣における ｢諸外国における科学教育の学習内容に学ぶ｣
授業実践を,受講生 ･講義内容 ･評価の順に,分析 ･考察してきた｡20名の受講生の内,単位を認定
できた 15名の受講生自身の自己評価,自らを含む講義全体に対する講義評価,教官が行った最終評価,
これら3つの評価とも評定でみれば,総てについて,ほぼ良か優に相当し,今回の授業実践はほぼ所定
の成果を得たと考えたい｡しかし,次年度以降の改善の余地を,遅刻 ･早退 ･期日より遅れて提出され
たレポー トの把垣に,また,学生が課題に放り組む時間的な余裕-の配慮に,兄いだしている｡
キーワー ド:実践報告,中等理科教育,学習内容,諸外国
I.はじめに
学政の特色づくり,学校設置教科 ･科目の奨励,
発展的な学習の推進などの具体的な要請を受けて,
中等理科教育も,抜本的な見直しが求められている｡
そして,その学習内容でさえ,旧態依然としたもの
に固執してはいられない｡
これまでに,講義 ｢中等理科教育学A｣において,
資源 ･エネルギー ･(科学に関する)ガイダンスな
どに注目し,課題演習と授業研究とによって,検討
してきたこその内,平成 10年度,平成 11年度の実
践は,｢前期中等科学教育における 『資源』の取り
扱い -アメリカの教科書 『Mezri1LifeScience』に
基づく授業研声の試み-｣,｢前期中等科学教育に
おける 『ェネルギー』の取り扱い -イギリスの教
科書 『ActiveScience』と 『oxford Science』に基づ
く授業研究の試み-｣と題して,既に,報告してき
た1･2)0
本 (平成 14)年度は,諸外国 (及び日本)にお
ける中等理科教育の学習内容に注目し,受講生の半
減に伴い授業研究の部分を除き,課題演習の部分だ
けに絞り,授業実践を行った｡
本稿では,まず受講前の学生の実態分析結果を,
次に講義内容の概要を,更に様々な評価の分析結果
を示した上で,最後に,今回の ｢諸外国における科
学教育の学習内容に学ぶ｣授業実践の総括を行う｡
Ⅱ.受講生
学生が受講科目を検討する手がかりは,学生の手
引きとシラバスである｡中等理科教育学Aは,学校教育
教員養成課程･中学校教育専攻の学生に対する専門
科目･教職に関する科目の中の区分･教育課程及び指
導法に関する科目･各教科の指導法(理科)として3年
次生以上に準備された5つの授業科目の一つ,教員免
許状取得のための選択必修科目(2単位･前期開講)で
ある｡表1が,平成14年度開講以前に予定として示し
た講義の概要であり,受講生はこれらを承知して履修
届を提出することが前提である｡
表1 中等理科教育学Aの謙義シラバス (岡山大学講義要覧2002CD-ROMより)
【購義番号1020116
[授業科目】 中等理科教育学A SecondaryScienceEducation
t学期】前期 【曜日 ･時限】金 2
【担当教官】田中 賢二 【所属】理科教育
[授業の概貫】将来,学校で理科の授業を行 う時,かつて受けてきた理科の授業の体裁だけを手がかりに,授業を行 うことのないよ
う,内外で拭みられそして歴史上,実験されてきた苦悩に充ちた中等理科教育を,自ら考え,縫鼓 し,検討する.
[到達目標】理科授業を設計 ･実施 ･検討できる幅広い基盤を培 うことが目的であり,特定のテーマや教材については,考え,徒験
し,まとめ.発表 し.討鼓 し,思考 ･経験の変容をめざす｡
[授業計画】受醗生の人数及び構成に応 じて,訴義の形偲及び授業計画を,弾力的に変更する.授業計画とその実施に支障が生 じる
ので.第1回目の購義に出席せずに.第2回目以後の途中からの受鎌希望,また,無断欠席 した受7JF生も以後の受-Jtを諌めない｡
内外の基礎的文献に基づいて,中等教育段階の理科の授業研究をグループ毎に行わせ.全点で質疑 ･討論する.
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中等教育段階の理科教育における諸問題の中から学生の興味 ･関心や時代の要請に合った間宮を概説 し,内外の基本資料を参考に
調査/駅屋を行わせ,相互評価と取りまとめを経て,全員で質疑 ･討論する｡
第 1回 :吾片義の進め方について説明
第 2回 :これまでの受決生の醗義に対する評価と今回の受張生の鵠義に対する前提の分析
第3- 14回
:グループ単位で授業研究の検討 ･報告と全点での討論.グループ単位で研査/課額の取 りまとめの報告と全点で質疑 ･討
論,最後にコメン トを加える.
第 15回 :受講成果の自己評価と購義に対す る評価
(受紙要件】3年次以上
[テキス ト等】テキス ト (教科育)は使用 しないq授業研究や嗣査/陳腐を行 う上で必要な資料を配布予定q参考書として 『理科教
育学』寺川智祐編著 (福村出版)を推薦｡
[成横評価】出席状況30点,除霜レポー ト30点,資料取りまとめ/授業研究20点,授業中の発言 ･受購低度 20点.
tコメント1受鵠生の主体的で能動的な受鵠鰭度を求める｡
これまで常に講義の開始直前には受講生の実態 ･ 授業計画を調整するために,表2のような調査 Ⅰ(受
入数,受講理由と予備知識を把握し,講義の形億や 講理由と予備知識)を行っている｡
表2 調査 Ⅰ (受講理由と予備知識):最初の語義4/12開始直前に回答提出
鵠義名 ( 平成 ( )午 ( )期提出
7リガナ
学籍番号 ( )名前 (
所属 :( )学部 ･大学院 ( )回生 ･年次
( )熱投 ･学科 (
出身校 :高校 ･高専等 (
国 ･都道府県等設立母件 (
性別 ･年齢 :(男 ･女 )･( )歳
)専攻 ･専修 ･類 ･コース ･分野等
) 科 ･類 ･コース等 ( )
) 所在地都道府県 ( )
講義番号 ( ) 平成 ( )午 ( )月 ( )E]回答
可司査 / 隈 捷 工
⊂受 吾芳 理 由 と 予 備 知 放 コ
核当する番号にOを付け,その他の場合などには具体的な事柄を記入 しなさい｡
間1.受購理由
1.教育職員免許状取得のため
1.幼稚園 2.小学校 3.中学校理科 4.帯校理科
5.その他の校種教科など (
2.その他 (
間2.高校理科の履修科目
商1 ( )( ) 高2 ( )( ) 高3
間3.1･2年次 (教養科目等)で履修 した自然科学系授業科目
( )( ) ( ) (
( ) ( ) ( ) (
( ) ( ) ( ) (
問4.今期 (前ないし後期)に履修している授集科目数 (
と自然科学系科目 (
問5.この鵠義に対する教官や先輩からの助吾
1.受けなかった
2.勧められた (内容
3.勧められなかった (内容
間6.購義に関係 した書籍の所有
1.有り (具体的春名
2.無 し
間7.r小中高で受けた理科教育｣についての感想
(
分担担当グループ ( ) 報告予定日 (
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ー ?? ? ? ?
調査 Ⅰ (受講理由と予備知識)のフェースシート
部分から当初の履修希望 20名の性別,学年,出身
学部,出身高校都道府県などを集計すると,表3と
なる｡ちなみに,過も 平成 10から13年度の受講
(第 1回目出席)音数は順に,50,50,59,37名
であり,咋 (平成 13)年度の数値は比較の為に括
弧内に示した｡
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表3 平成 14年度講義 ｢中等理科教育学A｣の受講生
対象 :調査回答者 20名,履修届堤出者 19名,第 1回目出席者 19名,括弧内は平成 13年度
衆境理工学部
多数派は,岡山県普通科高校出身,理学部3年次
生で,これまでと変わりがない｡しかし,受講者数
の減少は,教育学部学生定数減によるそもそもの母
数の減少ばかりでなく,工学部 ･農学部 ･環境理工
学部の受講者数の激減に由来している｡
課題 Ⅰ (受講理由と予備知識)の結果を順に見て
いく｡間1.からは,全ての受講生 20名が免許状
取得 (内訳 :中学校理科5名,高校理科9名,中学
校理科&高校理科4名,数学2名)のための受講で
あることがわかった｡ちなみに,昨 (平成 13)午
度の受講生 37名では,取得希望免許状内訳は中学
校理科6名,高校理科 22名,中学校理科&高校理
科9名であった｡
間2.高校理科の履修科目に関する集計は,高等
専門学校卒業生の編入2名を除く 18名のデータに
よることになる｡高校理科甲科目ではなくいわゆる
4つの分野に注目して,まず,3カ年の履修推移を
図示すれば,図1となる｡誰一人として,高校時代
に地学を履修してこなかったことがわかる｡
8 16化学 8 13物理 16化学 ll物理 16化学
高1 高2 高3
図1 高校理科の4つの分野に関する受講生の履修
推移
物理 ･化学 ･生物を何年間履修したか,また,ど
のような履修パターンかを示せば,表4となる｡
表4 高校理科の履修パターン･期間
各 4 岡山 (15)兵庫 (4)
2 愛嬢(1)
各 l 三重(2),愛知(1),福岡(1).長崎 (I),香川(I),
北海道(o),茨城(o),奈良(o),宮崎(0),島根(o)
各 0 広島(3),和歌山(1).大分(1),大阪(I).山口(1),
2カ年 8 4 1
1カ年 4 1 5
oカ年 (未履修着) 2 0 8
人赦計 18 lS lS
1年以上履修した人数 16 18 10
平均何年聞履修 (履修着の内で) 2 2.67 1.9
何分野履修したか (履修バターン) 平均 2.44
3(物理 .化学 .生物) S
2(物理 .化学& 化学 .生物) lO(8&2)
高等学校の3年間において,誰一人として地学分
野を学んでこなかったことに対して,受講生の全員
が化学分野を (1年以上)履修してきたことは,対
照的である｡履修バターンは,多くの受講生が物理
･化学 ･生物の3分野か物理 ･化学の2分野であ
る｡履修期間をみれば,化学が2か3年間にわたっ
ており,他の物理と生物の履修よりも長くなってい
る｡このように,履修人数や履修期間から,高等学
校の教科理科における化学-の偏りを教えてくれ
る｡
間3.1･2年次 (教養科目等)で履修した自然
科学系授業科目に関する集計は,3年次編入 (高等
専門学校2名などより)3名,未記入を除く 15名
について,1- 15科目,平均5.9科目,最頻値5,
6科目 (それぞれ3名)に広がる｡また,間4.今
期 (前ないし後期)に履修している授業科目数に関
する集計も,2- 16科臥 平均9.2科目,最頻値 12
科目 (5名)に広がる｡
間5.この講義に対する教官や先輩からの助言に
関しては,勧められなかった (内容 むずかしいと
聞きました )と回答した1名を除き,ほとんど (19
名)が助言を受けていない｡また,間6.講義に関
係した書籍に関しても,全ての受講生が持っていな
いと回答している｡
間7.｢小中高で受けた理科教育｣についての感
想に関しては,1名を除いて,表5のように何らか
のことを述べている｡
表5 ｢小中高で受けた理科教育｣についての感想
｢小中ではあまり何も感 じず理科の勉強をしていたが,高校では
化学を重点的に学び妾教も多かったので薬しかったし,多くの知
級を得たし,今の学部では役に立っていると思う.｣
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｢楽しかったが,i
｢小中では身近に関係する分野が多くとても興味のわくものでし
たqJ
｢どんなものでも実験は毎回面白かった｡化学は全般で興味があ
った｡｣
思います｡｣
｢実験が楽しかった｡でも実験する時間が塩すぎる｡J
r実験が奥しかったという記憶があります｡｣
｢授業がゆっくり進められていたので,自分でしっかり考えなが
ら取り組むことができた｡｣
｢小学校,中学校で理科の考え九 基本的な知乱 おもしろさを
知ることができたと思っている｡｣
｢具体的な授業内容よりもそれを楽しそうに説明する先生の方が
印象深かったです｡｣
｢ノJ､･中では生物系が分かりやすかったですが,｣
｢高校の物軌 まよくわからなかったDJ
｢高校になると睦毘科且qlよ_5_で少_し疑問変感じた｡｣
r公 設 且矢口靴だけ出 足ような感己如ある.了
｢先生によっては.こっちが理科に興味を持っていても豊と:堅旦
い い-Lがいて ヤル が っー
r物理の場合,数学の内容よりも五ii sin, cosや微分を出 生
でやる気がなくなった血_｣
r昼型を主星王授尭内面を理解 しやすかったりにくかったりの豊
栄 ㌍ 醜 Q,%議 蒜 賢 ｢興味をもつ｣というのが重要な
教科なので,もたせてくれるかそうでないかで生じたものだと思
ラ.｣
｢帯は型 蜘 退避之を ｣
｢内容が頭に残っていないのは,暗記す_aこt:で持せ1_つばいで理
艶 迦 からですQJ
｢とにかく教科書の内容をつめ込む生じOた授業だった.｣
rあまり実験が無く,内容を時限させられた.｣
｢高校ではあまり盤 ≡ま旦堂 雲建 進 でしたJ
感想として想起されている要素は,実験 (教え方)
･先生 ･暗記 (ゆとり)などである｡実験多い ･面
白い (興味が湧く)･辞め込.みでない (ゆとりがあ
る)という単純でステレオタイプな感想を読みとる
ことができる｡これは,受講生の高校における履修
分野の偏り (化学)を反映しているかもしれない｡
Ⅱ.EI義内容
15回の講義の概要を一覧表にまとめれば,表6
となる｡
番 号 月 日 担 当者 概 要
1 4/12 田中賢二 受醗希望者登撮受付/調査 Ⅰ(1)[受耕理由と予備知放]実施(4/12振出)/鵠義の意味(シラTIス説明).
2 4/19 田中賢二 最近の教育動向 :新しい教育陳鳥の背景と特徴/陳穎CLX ⅡⅠ(163)[理科の学習内容/学習指導貢
額]説明 .提示(4/26提出)
3 4/26 田中賢二 最近の理科教育の動向 :高等学校新学習指導要領告示/陳唐CLXV (165)[高等学校理科の総合的
な科目/変遷]説明 .軽示 (5/10挺出)/除籍CLXV Ⅰl (167)【中学校選択理科の学習内容]鋭
明 .挺示(5/17提出)
4 5/10 田中賢二 座席指定,担当予定の決定,嗣査陳居の処理の説明/我が国の理科教育図碁の紹介/最近の理科教育
の動向 :中学校新学習指導要領告示
5 5/17 田中賢二 最近の理科教育の動向 :幼稚園新教育要領,小学校新学習指導要領告示/陳題CLXX Ⅰ (171)[理
科の学習内容/旧東 ドイツの前期中等教育段階]説明 .提示 (5/24提出)
6 5/24 田中賢二 理科教科書と教科春研究の意義/陳題CLXV ⅡⅠ(168)[STSE/カナダの学習指導草餅東]説明
･据示(5/3一握出)
7 5β1 田中賢二 諸外国の教科春紹介/陳宵CLXX ⅠⅠ(173)[高校理科の必修的な学習内容?/大韓民国]説明 .梶
示 (〟14提出)
3 6/14 田中賢二 我が国の指草葉額と中高校理科教科書におけるがげ ンス/謙類CLXlⅩ (169)lTheNatureofScience
/アメリカの前期中等科学教科書]説明 .提示 (6/21挺出)
9 6/21 田中賢二 日本 .アメリカ .イギリス .ドイツの前期中等科学/物理教科革における ｢省エネルギー｣の取り扱
い/駅留CLXX (170)[ScienceisdecidinE/イギリスの前期中専科学教科書]説明 .提示(6/28提出)
lO 6/28 Ⅰ受雑音 分析考秦の報告 1:調査Ⅰ(1)(4/12振出)[受諌理由と予備知識]/嗣査ⅩⅤ (15)(昨年度詐義 7/2,7
番号 1-4 挺出)[沸点に対する評価]
ll 7/5 Ⅱ受決 着 分析考秦の報告 2:扶題CLX ⅠⅡ (163)(4/26振出)[理科の学習内容/学習指尊重飯]/陳津CL
番号5-8 ⅩV (165)(5/10提出)[高等学校理科の総合的な科目/変遷]
12 7/12 Il受張者 分析考蕪の報告 3:院項CLXXII(173)(6/14提出)[高校理科の必修的な学習内容?/大韓民国]
番号9-12 /陳鰭CLXVⅠI (168)(5/31提出)[STSE/カナダの学習指尊要領夷]●
13 7/19 Ⅳ受決着 分析考蕪の報告4:陳題CLXⅠⅩ (169)(6/21挺出)[ThcNatureofScimce/アメリカの前期中等科
番号 13-16 学教科書]/罷唐CLXX (170)(6/28提出)[ScienceisdeCiding/イギリスの前期中等科学教科書]
14 7/26 Ⅴ受訴者 分析考察の報告 5:探題CLXX Ⅰ(171) (5/24提出)[理科の学習内容/旧東 ドイツの前期中等教育
番号 17-20 段階]/陳宵CLXV Ⅰl (167)(5/17提出)[中学校選択理科の学習内容]/嗣査ⅩⅤ (15)[張義
に対する評価〕説明 .提示 (8/2挺出)
6/3-6/7教育学部専門科El休醗
授業研究を断念し課題演習を中心とした今回の
｢諸外国における科学教育の学習内容に学ぶ｣授業
実践では,15回をほぼ2区分に分けた｡最初の9
回おいては,まず,調査 Ⅰ(1)[受講理由と予備知
織]の実施と回収をし,引き続き理科教育の最近の
動向を概説しながら,演習課題を提示し意味や手順
の説明を行い,関連した研究成果や資料を紹介して
いった｡次の5回は,受講生がグループ毎に,自分
たちが提出したレポー トを相互評価しながら取りま
とめを行い,報告 ･討論し,課題内容を深める期間
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である｡最後の講義の総括は,一方で,既に担当し
た討論の結果をグループ毎に再度取りまとめしたも
のを報告 ･討論させ,他方で,調査ⅩⅤ (15)[講
義に対する評価]の回収を行った｡
課題に関する説明 ･提示からそのレポー ト提出ま
での期限は,ほとんどが次の講義までの1週間 (8
件の内2件は2週間,1件は3週間)である｡
表からわかるように,注目した諸外国は,日本を
含めてドイツ (旧東 ドイツ)･カナダ ･大韓民国 ･
アメリカ ･イギリスの計6カ国であった｡
表7は,最初と最後の講義に行っている二つの調
査 Ⅰ(1)[受講理由と予備知識]と調査ⅩⅤ (15)
[講義に対する評価]を除いて,本年度採用し実施
した8つの課題の一覧である｡それぞれの課題には,
A3 (4)･1-2枚の別紙 (秦)を準備 ･配布し
ているが,紙面の関係で割愛する｡
表 7 実施した8課題一覧 (実施順) 各別紙 (秦)は省略
調 査 / 課 是巨 C L X 工工工
⊂理 科 の 学 習 内 容 / 学 習 車旨 導 要 領 コ
1.略記の意味や場合によっては誤記の指摘を行 うことを通じて,
別耗 :教育陳程の締成,学校管理運営研修会編,図解教育怯規と面接の実際,文教事院,2000.P.122-123
の内容を確許する.
2.改正された学校法施規の別表や中学 ･高等学校学習指導要領 (平成 10年 12月 ･平成 11年 3月告示)に従い,別紙表 2:中学 ･
高等学校における理科の遇当たり時間数に平成 14･15年度から実施される部分を,追記する.
3.小学校の教科理科.中学校の教科理科あるいは高等学校の教科理科の一つの科 目を選び,定められている学習 ｢内容Jを確欝 (蘇
首己)する｡
教えるためには新たに,準備の必要を感 じる内容部分を.下線を付けることで明示する.また,明らかに学んでこなかった内
容部分があれば,二重下糸を付けることで明示する｡
調 査 / 裸 足亘 C L X V
⊂高 等 学 校 理 科 の 総 合 自勺 な 科 目 / 変 遷 コ
1.かつての旧制中学校などにおいて,｢博物｣｢物象｣という学科 目があった｡これ らについて調べる｡
臥 参考図事や文献などは明記のこと｡
2.現在.(新制)中学校理科において第一分軌 第二分野の区分がある｡
何時からその区分がなされ,どのような意図や性格を持たせたのかを調べる.
札 参考図事や文献などは明記のこと｡
3.別紙.:(新制)高 等 学 校 理 科 iこ お Iナ る 総 合 自勺 科 目 の 目 標
を参考にして,理由を添え,それぞれについて開設の賛否を述べる｡
調 査 / 課 是巨 C L X V 工 工
⊂中 学 校 選 択 理 科 .の 学 習 内 容 コ
1.別紙 :中学校新旧学習指導要領に基づく選択教科としての ｢理科｣(選択理科)に関する定め,
その他を参考にして,変化を指摘する.
臥 その他の参考図書や文献などは明記のことq
2.出身中学における旧学習指尊要領に従 う選択理科の実鰭を,下表を完成する形で調べる｡
1 出身中学校名
2 学校の所在地 (都道府県名より)
3 第3学年生徒総数
4 第3学年に準備 している選択教科 (外国籍を除く)
5 選択理科履修生徒数と3年生に占める割合
3.中学校理科教師の立場に立ち.新学習指導責軌 こ従い選択理科の計画案を,作成する.
臥 少なくとも,学年 ･期間 ･学習内容 (活動)の項 目 ･概要などを含むこと｡
調 査 / 課 題 C L X X 工
⊂理 科 の 学 習 内 容 / 旧東 ドイツの前期中等教育段階コ
1･lEl東 ドイツ (DieehemaligeDDR:DeutschenDmlOkratischenRepublik1949-1990/ GDR:GermanDemocraticRepublic/ EastGermany)の
学校教育を.調べる｡
尚,参考図事や文献などは明記のこと｡
2.別耗 :Tablc3.2- 3.5
MarqreteSiebcrtKleinandF.JamesRutherford,ScimceEducationinGlobalPerspective,WcstviwPress.1985,pp.1091112を 軒訳する｡
3.旧東 ドイツの前期中等教育段階における理科の学習内容の特徴を,できるだけ多く指摘する.
調 査 / 課 是巨 C L X V 工工工
⊂ S T S E / カナダの学習指導要領案コ
1.カナダの学校教育を嗣べる｡
臥 参考図書や文献などは明記のこと.
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2.別紙 :
pan-canadianProtocolforColaborationonScl1001CuzTiculum :n cCommonFrameworkofScienceLcamingOutcomesKto12
(rcleaSedOctober17,1997)
からの抜枠編集加工を軒訳する｡
3.Gencralleamingoutcomesの STSE100- 118 を,4 (幼～ 3.4-6,7- 9,10- 12学年)段階区分せよ｡
調 査 / 課 是頁 C L X X 工工工
亡高 校 理 科 の 必 修 自勺 な 学 習 内 容 ? / 大韓民国コ
1.大韓民国の学校教育を,調べる｡
臥 参考図事や文献などは明記のこと｡
2.別紙 :教科書 ｢共通科学｣,教学社,1999,目次及び第 1単元の和訳 (12-038金明花)校正編集加工などを参考にして,大韓民国
におけるこの科 目による理科の必修的な学習内容の特徴を,できるだけ多く指摘する.
3.日本の高等学校における理科の必修的な学習内容の必要性の有無,必要であればどのような項 目が相応 しいか検討する.
調 査 / 課 是巨 C L X 工Ⅹ
⊂TheN atureofScience/ アメリカの前期中等科学教科書コ
1.アメリカの学校教育を調べる｡
乱 参考図書や文献などは明記のこと｡
2.別紙 :アメリカの前期中等 (GRADE/6-8)科学教科書の一つ
GlencoeMcGraw-Hil,ScienceVoyages:ExploringLife,Eardl,andPhysicalScienccsc2000
からの抜粋 pp26-27を軒訳する｡
更に,可能な限 り,勧訳 したこの章未聞唐に取 り組む.
3.El本の中学校理科で,このようなTheN atureofScienceの学習を行 う是非杏.検討する.
調 査 / 課 題 C L X X
LScienceisdeciding/ イギリスの前期中等科学教科書コ
1.イギリスの学校教育,また GCSEなどの試験制度を,研べる｡
尚,参考図事や文献などは明記のことq
2.別紙 :イギリスの前期中等(KeyStage3:GRADE/7-9)科学教科事の一つ ColinsEducational,ActivcSciencc1c1993
からの抜粋 pp6-7,24-25を軒訳するC
3.El本の中学校理科で,このような 入ヽ711atisScience ?
の一部として,Scien ceisdeciding を教える是非を,検討するq
全ての課題は3段階構成,まず,背景となる基礎
知識の確認,次に,調査 ･集計 ･分析 ･翻訳等の処
理,最後に,検討 ･考察 ･判断などのまとめである｡
完成し提出されたレポー トには,決して同一のもの
はあり得ないことになる｡
Ⅳ.評価
5つの評価,つまり,自分達の提出したレポー ト
を含め提出された各レポー トを担当グループで行う
表 8 相互評価記入表 (例)
相互評価,最後の講義に提出した調査ⅩⅤ (講義に
対する評価)で調べた自己評価と受講生自らを含む
講義全体に対する講義評価,教官が行った最終評価,
及び,全学実施アンケー トの授業評価がある｡
相互評価は,準備し配布した相互評価記入表 (例)
である表8によって,その概要がわかる｡受講生全
員には,提出されたレポー トの取りまとめの第一段
階として観点を定めて,レポー トを評価する方法や
手順を説明している｡
平成 14年度前期 中等理科教育学A 裸 題 1 7 0 相 互 評 伯方 一 貫己入 表
取 りまとめ串良告 日 2002年 7 月 1 9 日 金 曜 日
ま ず .評価の観点を複数
第一観点 (
第二鞍点 (
第三観点 (
第四鞍点 (
設定 し.提出された各レホ`一指 評価 (A,B,C,D)する.
次 らこ ,それ ら観点別評価の結果などの総合判断の
方法 ( )から,評定 (優 ･良 .可 ･不可)を付ける｡
倭 ( )人+良 ( )人+可 (I)人+不可 ( )人十朱提出者 ( )人-20人
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評 L 5 3行 目A 7/5 2罷 題163&1656 3行 目B7 C
価/幸艮 8 3行 目D
9 ド- 4行 目A γ123王県】哲173&168
lO ll■ 4 B
也■:=:1担当者*印 ll 4行目C
12 D
ノミ- 7/194株 屋16&170
* 134 ド ■-l■ 5rTEIA行目B
* 15 』』l■ 5行目C
* 16 5 D
17 ∫- 6行目A 7/265一瓢唐171&167
18 ll』- 6行 目B
19 ■■ lllllー 6行 目C
最 後 をこ ,確艶のために,レホ■-トを並理 (受iJE着番号順に列べる)し,レポ トーの表紙の右下に評定を転記するq
なお,この用紙は,取 りまとめを報告後に.レホ●-トとともに教官に振出のこと｡
表9は,担当学生グループ (報普順)が設定した
相互評価における観点別評価の内容である｡
表9 担当学生グループ (報普順)が設定した相互
評価における観点別評価の内容
陳腐CLXⅠⅡ (163)[理科の学習内容/学習指導要領]
第-鞍点 第-間の間違いの指摘
第二観点 第一間の調査具合
第三鞍点 折二間の調査具合
第四観点 第三間の調査具合
陳唐CLXV (165)[高等学校理科の総合的な科目/変速]
第一観点 第一間の調査具合
第二観点 窮二間の調査具合
第三観点 第三間の調査具合
第四観点 全体を通 しての表記の仕方
陳題CLXXⅠⅠⅠ(173)[高校理科の必修的な学習内容?/大
韓民国]
第-観点 間1
第二載点 間2
第三観点 間3
第四観点 全体としての完成度
訣窟CLXVⅠⅠⅠ(168)[STSE/カナダの学習指導要額案]
第一戦 カナダの学校教育についてきちんと辞ベられているか
第二観点 STSEがちゃんとffl訳できているか
第三観点 段階区分がきちんとできているかoまた.理由が
述べられているか
第四観点 レポー トとしての形式と総合的評価
課窟CLXⅠⅩ (169)[TheNaturcofScienceアメリカの前期
中等科学教科書]
#-RE 聞 1について
第二観点 聞2について
第三頼点 間3について
第四観点
陳腐CLXX (170)[Scicnceisdeciding/イギリスの前期中
等科学教科書]
第-鞍点 間1について
#=AR 間2について
第三観点 間3について
第四観点 総合評価
鉄原CLXXⅠ(171)[理科の学習内容/旧東 ドイツの前期中
等教育段階]
第一観点 提出日までに提出したか
第二観点 大間1.旧東 ドイツの学校教育の調査方陰,状況
第三戟点 大間2.軒訳
第四観点 大間3.旧東 ドイツ .中等教育投階 .学習内容の
特徴の指摘
陳題CLXVⅠl (167)[中学校選択理科の学習内容]
第-観点 新学習指導草餅における連択理科に関する変化の指摘
第二観点 出身中学校における選択理科の実施状況について
第三観点 新学習指導要領にそった選択理科の計画表
ほとんどが課題の3段階構成にあわせて,まず3
つの観点を設定し,第四の観点としては総合評価や
形式,表記,提出期日を観点に加えている｡そして,
これらの観点別評価を点数化し合計点の段階区分か
ら,最終的な評定を出している｡レポート-の記録
からは,グループで観点別評価,最終的な評定を何
度も修正していることが窺われる｡講義における相
互評価についての結果や経過の報告がなされていっ
たが,それらに関して受講生からの積極的な質問や
反発は出ていなかった｡しかし,奉る評価担当グル
ープからの非公式の報告では,途中までまるっきり
同じ複数のレポー トに対してともに評価を下げたこ
とに提出者から不満表明があったようである｡
15回の出欠,2つの調査と8つの課題レポー ト
の提出状況を図示すれば,図2となる｡
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+出席 ･･我.･課題/調査提出
●～､ヽ ■● ■●■′
r''.●｡へ3{+u〝㌢
04/12 04/19 04/26 05/10 05/17 05/24 05/31 06/14 06/21 06/28 07/05 07/12 07/19 07/26 08/02
図2 出席者数と課題 (調査)レポー ト提出者数の変化
例年のように履修辞退者が第4回日ごろに定ま
り.出席者数が決まってきているO今回,最終的に
単位を与えることができた 15名の受講生の出席回
数は 12- 15,提出物の提出数は9- 10の幅とな
ったQ図からも推定できるが,決められた期日に課
題や調査を提出しなかった件数は,少なくない｡提
出物の延べ合計は 157であり,提出遅れが延べ 31
を数え,遅れの割合は 19.7%,つまり,正規の期
日より遅れて提出した割合は,全体で2割近くに及
ぶ｡また,遅刻して出席したり,早退する受講生も
履修届けを提出した学生19名,初回履修者 19名,
途中まで履修 (1ないし2回)していたが履修届未
提出者3名,履修届を提出したが一度も履修しなか
った学生2名,履修届を提出し途中(4ないし5回)
から履修を辞退した学生2名,評点を付けることで
きた受講生 15名であった｡
自己評価と受講生自らを含む誇義全体に対する講
義評価などを調べるために,いつも最後の講義に投
出させている調査XV(講義に対する評価)は,表 10
である｡
少なくない｡
表 10 調査XV (講義に対する評価):最後の講義8/2の最後に提出
喜#義名 :中等理科教育学A
学籍番号 ( )名前 (
所属 :学部 ･学科 ･専攻など (
平成 14年前期 振出
)
性別 (男 ･女)･年齢 ( )顔
平成 14年 8月2日回答
調 査 / 課 是頁 Ⅹ Ⅴ
【講 義 をこ 対 す る 評 価 】
鋲当する番号にOを付け,その他の場合などには具体的な事項を記入しなさいC
問1.教科理科担当の教員になる意思の有無
O.なし
ある 1.小学校理科専科 2.中学校理科 3.高校理科
4.未定
間2.誰義から得られた新しい知見の有無
O.なかった
1.あった (事項 )
間3.詐義を後輩に推薦するかどうかの有無
0.勧めない (理由 )
1.勧める (理由 )
問4.自己評価の鞍点
1:出席状況 :30点満点中 ( )
2.供題 レポー ト作成に対する努力と達成度 :30点満点中 ( )
3.グループでの胃土/鴨居の取りまとめ ･鞍昔 ･過行,VL-,I-lu'.:･韓'Ldi=票冨
-/E三三に対する努力と達成度 :20点沸点中 ( )
4.授業中の発言 .受醗感度 :20点満点中 ( )
合`計点 ( 点/loo)
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自己評定 1.優(100･80) 2.良(79-70) 3.可(69-60)4.不可(59-0)
間5.Je義全体に対する評価 評点 ( )点/100
0.億 (100-80) 1.良 (79-70) 2.可 (69-60) 3.不可 (59-0)
及び感想 (
聞6.取得予定 (取得済みを含む)の教員免許状
1.幼稚園 2.小学校 3.中学校理科 4.高校理科 6.その他の校種教科など (
閥7.下記のように,出欠,及び,嗣査/陳居の提出が取扱されているが.確駆する｡聞達い･記入漏れなど,
1.なし
2.あり,赤字で訂正済み
その他,最終評価で考慮してほしい特殊事情 ( )
調査ⅩⅤ (講義 に対す る評価) の結果 を順 に見て
い く｡ 間 1.か らは, この時点で理科の教員 になる
意志がな し5名,未定 1名 , 中学校希望 2名,高校
希望 7名であることわかった｡ ちなみに,昨 (平成
13)年度 では,未 定 5名,高等学校希望 12名 , 中
学校希望 5名,小学校希望 1名 であった｡
間2.講義か ら得 られた新 しい知見は,1名 を除
いて ｢あった｣と応 えてい る｡その内容事項 は,秦 ll
である｡
表 11 講義 が ら得 られ た新 しい知 見 として挙 げ ら
れた内容事項
｢今のEl太の教育の変化の内容｣
｢そうだと思っていても.基の考えをNlLlて考えが変わることも
あるので.人の意見はしっかり帥こうと思った｡｣
｢外国の理科という科目-の考え方が,日本とは異なっている事
が分かった｣
｢外国の学校制度や理科教育の内容｣
｢尊顔,ニュースを観たり読んだりしないので1.先生の話が上
般常馳Jを与えてくれた.｣
｢外国での理科教育について｣
r理科のことについて違った方向かみることでいろいろ知ること
ができた.｣
[^ のレポートの評価の難しさ｡｣
｢日本の理科教育が現在どのような状況にあるかということ｣
｢他国の理科教育についての知報や毘居を評価することの困髄さ
が分かった｡｣
｢免許を取るだけのつもりだったが,先生の話から,教育の現在
の状況などを聞いて,教具に対して興味が沸いた｡生徒に育って
はいけないこと してはいけないこと,色々ハツとさせることば
かりだった｡｣
｢他国と日本の教育制度を比較することで日本の教育制度におけ
る間傍点を知ることができた｡｣
得 られた新 しい知見 には,今 回のテーマである 日
本 を含 め ｢諸外国にお ける科学教育の学習 内容｣だ
けでな く,評価 の難 しさを挙 げる受講生が多かった｡
間3.講義 を後輩 に推薦す るか ど うかの有無 とそ
の理 由は,表 12となる｡
表 12 誇義 を後輩 に勧 めない (5名) と勧 め争 (10
名)の理 由
r調査の壁堅空生虻から｣
｢必修などの汝習で姓を墜吐 聖三通-の提出物はキツイ｣
｢艶 て,専門の陳軌 こ時間がしっかりとれない｡3年は
とても忙しいのでこの鵠義は時間的に厳しい｡｣
｢学科の墓地 3年生での屠習は専門の
授業も増えるのでやめたはうがいい.｣
｢僕自身時間がなかったので (自由に使える時間が多い学部のと
きにはとってもよいと思います.)｣
｢外国の学校制度や理科教育の内容をしることができたから.｣
｢t'ポートをこなせるだけの塑型曳垂埋空重薮珪清める｣
｢色々な事を自分で調べてレポートに書くことで,話だけ聞くよ
りずっと頭に頻ると思うから.｣
｢新しい発見が多いJ
｢ためになる｡自分で調べたりすることで頭の中に残るので良い.｣
｢やはり.評価をするということを 体裁してもらいたいから.｣
｢_t<ポ_T上と発表で_(つまりテ21_トなし)遵低がとれるから｣
傾 軌ま大変だが.それによって舟られる知見は食草であった｡｣
r私は編入だから,単位数たくさん他にもとらなきやだめで,こ
の授業から出る担 退避よ,tRれた.その大変さより.
授業の内容は大きかった｡知らなかった車が多かったことを知.?
皇このことだけとっても薦められる｡｣
講義 を後輩に勧 めない勧 めるの理 由 としては,対
照的な ｢課題が多い ･時間的余裕 がない｣ と ｢知見
が多い ･頭 に残 る｣ とであった｡
間4.自己評価 の観 点別点数 とその合計点 を 15
名全体で集計す ると,表 13となる｡
表 13 自己評価の全体 (15名)集計
自己評価鞍点別内訳 自己評価合計点出席点 レポー ト報告点 参加点
合計 406 342 254 209 1216
平均 27.1 22.8 16.9 13.9 81.1
封合 90.2% 76% 84.7% 69.7% 81.1%
自己評価 の要素 として,いわば 自信 の度合いは,
出席 >グル ープでの とりま とめ と報告 > レポー ト作
成 >発言 ･態度,で弱 くなってい る (90.2%>糾.7
%>76%>69.7%)｡
間5.誇義全体 に対す る評価 は,3名 が評点 を記
入 しなかった｡ この講義評価, 自己評価,教官によ
るが最終評価の 3つのデータがある 12名 について,
それ ぞれ の最大値 ,標 準偏差, 中位 点 (平均値),
最小値 の 4つ (順 に,85,4.6,77.8,69;95,5.6.81.9,70
;100,5.0,87.7,79)のパ ラ メー タを箱 ひ げ図で
示す と,図 3の よ うになる｡
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自己評価 謙鼓評価 最終評価
図3 自己評価,講義に対する評価,及び教官から
の最終評価
3つの評価とも評定でみれば,総てについて,ほ
ぼ良か優に相当し,今回の授業実践はほぼ所定の成
果を得たと考えたい｡
さらに,自己評価を中心として講義評価と最終評
価の対応をグラフに示してみれば,図4となる｡
勿 最終評価 ●講載評価
60 70 80 90 100
自己評価
図4 自己評価,講義に対する評価,及び教官から
の最終評価の対応関係
3つの評価がそれぞれ順相関 (自己評価と講義評
価 :+0.48,自己評価と最終評価 :+0.45,講義評
価と最終評価 :+0.23)しており,相対的には受講
生の評価を信頼して良いといえる｡しかし,大小関
係で比較すると,多くの受講生 (10名)で講義評
価<自己評価,多くの受講生 (9名)で自己評価<
最終評価,また,多くの受講生 (10名)で講義評
価<最終評価,結局,多くの受講生 (7名)で講義
評価<自己評価<最終評価である｡
講義が終わるにあたり,講義に対する感想 (間5.
の後半)は,表 14のようなもの (未記入者4名)
であった｡
表 14 課義に対する感想
r避=_0課鼠は厳しかつ_tS｡｣
｢且放た丘でf_T:qを決鹿工呪うたiI.チ.る方が.おAi<う.い.LL_中
点iいいも.のが空き丘と思います.｣
r左吸出次表?.な_ifこA,鬼に配達上_tがあ.る92かと息.T2畠山且且払
準19･軍草嘩畢全挙_2-貴tlE1-ilkl'-竺IC_季冬_L:･S_埠_i-t-I_C実際に教師に
なった時の大変さが少 しは分かった｡J
｢外国の学校制度を知ることができてよかった【日本の理科教育
について改善する点が多いと思った｡｣
｢半期に数回だけのレポー ト提出より転回あった方が張り合いが
あって良いと思㌔ 他人のレポー トを評価するのは秦しかった.｣
｢ 中のレポー に いり し ｡｣
｢教育実習が_義_哩._それと平行 してレポ=_トを行_うことが大変だ
泌 こゐIiii-i13年生のうちにi=-示 嘉{iきであった｡｣
｢もつ_と▲_日.本92虫等盈乱にBEすこる庚呉が.ほしか.qた.｣
r阜杢9_畢革畢章l_;_?･lk:･f_阜12-_tl塑琴_kA=_故9･峯月旦肇里jgTL=_畢
表坑あ.aなら_もp_て前身>_ら知らせこてほしか_･3_た.｣
｢ーモbj-藤島盲i Llそ:-白-衰 占ー福面あ南東あIji顔かでき,理科教育
について今までとは違 う角度から考える力がついたと思う〔そう
いう意味でもこの講義はとてもためになった｡｣
｢この授業を受けたから ｢先生｣に興味が沸いた｡受けてなかっ
たら,と考えると知らないままだったことばかり｡大変だったけ
どやっぱ り受けて良かったれ先生の話は現実味に溢れてて.すご
く面白かった.｣
間7.では,出欠,及び,調査/課題の提出日の
確瓢と最終評価で考慮してほしい特殊事情の申請を
させた｡出欠,及び,調査/課題の提出日の記録に
間違い ･記入漏れなど,ありと申告した受講生は,
ほぼ半数 (15名中8名)に及んだ｡最終評価で考
慮してほしいと申し出た4名の特殊事情の内容は,
教育実習 (2名),教育実習と大学院入試 (1名),
留年中 (1名)であった｡
表 15は,全学的に行われている学生による授業
評価アンケートの ｢中等理科教育学A｣個人集計結
果から作成したものである｡提出者は6名 (提出率
:4割)でしかない｡
表 15 全学実施の学生による授業評価アンケー ト結果 (個人集計結果 :回答者数 6名)
そ う 恩 どち らか と ど ち ら ど ち らか と そ う思 わ 平均評点土
ラ / 感じる 言 え ば そ う患 う/ 感 じる と も 音えない 言 え ば そ う.思 わ な い/感 じない な い/感じない 標準偏差
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意欲的に放り込む努力をしたと思いますか【
設閉2 あなたは担当教員の授業に対する熱意 .意欲を感じましたかD 3 3 0 0 0 4.5±0.50
設問3 授業を進めるに当たつての教科事,参考書等についての配慮や説明資料などに対する準備は十分にされていたと感じましたか8 2 3 0 0 l 3.8二と1.34
設問4 授業の進め方 (声の大きさ,黒板の書き方.教具の使い方,実験 .実習の場合にはデモンス トレーションなど)は受鎌生が理解 しやすいように十分な配慮がされていたと感じましたか. 1 4 l 0 0 4.0±0.58
設問5 授業内容は,最終的にシラバスに記戟された到達目標に達するものになっていたと感 じまし か. 3 3 0 0 0 4.5±:0.50
設問6 この科目の成親評価方法は妥当なものだと賛同できますかQ l 5 0 0 0 4.2±0.37
設聞7 あなたはこの授業を全体として評価するとすれば.次のどれになりますか{ 0 6 0 0 0 4.0:±0.00
評点から全体として受講生の満足が得られている
と考えたい｡ただ,設問3 ｢授業を進めるに当たっ
ての教科書,参考書等についての配慮や説明資料な
どに対する準備は十分にされていたと感じました
か｣について,感じないなかったとする1件の回答
が気がかりである｡そもそも教科書は使用していな
いし,課題遂行についての資料 (別紙など)は準備
･説明を詳細にしており,さらに,講義の第4回目
には我が国の理科教育図書の紹介を行っているの
で,解せないものである｡
表 16は,全学的に行われている学生による授業
評価アンケー トの結果のうち,自由記述アンケート
の回答内容である｡自由記述アンケー ト提出者は2
名でしかないが,独自に行ってきている記名式の[講
義に対する評価]の該当部分などと同じような指摘
といえる｡
表 16 全学実施の学生による授業評価アンケー ト
結果 (自由記述分 :2件)
理学部化学科 (未記入)年入学
･毎週レポー トは大変でしたがやりがいもありました【自分遠で
梶出したレポー トを採点L よりいいものにして苑哀したりを
なかなか有意点なt*点でした勺ただ･吐出 辿 三屋裏革空
しいか ) I.7:い｡
理学部地球科学科 11年入学
･レポー トが去変温a左けど,ためになっ冬.
Ⅴ.おわりに
本 (平成 14)年度 ｢中等理科教育学 A｣におけ
る ｢諸外国における科学教育の学習内容に学ぶ｣授
業実践を,受講生 ･講義内容 ･評価の順に,分析 ･
考察してきた｡
受講生数はこれまでに比べ半減したが,その多数
派は岡山県普通科高校出身,理学部3年次生で変わ
りがなかった｡全員が,高等学校の3年間において
誰一人として地学分野を学んでこなかったが,化学
分野を (1年以上)履修してきている｡この受講生
の高校における履修分野の偏りが,｢小中高で受け
た理科教育｣についての感想などに反映していく｡
｢中等理科教育学A｣は昨年度まで授業研究と課
題演習とで構成してきたが,受講生の半減に伴い授
業研究の部分を除き,ドイツ･カナダ･大韓民国 ･
アメリカ ･イギリスという諸外国 (及び日本)にお
ける中等理科教育の学習内容に注目し,課題演習の
部分だけに絞り,授業実践を行った｡
20名の受講生の内,出席回数が12-15,提出物
の提出数が9-10であった15名に,最終的に単位
を出すことができた｡受講生自身の自己評価,自ら
を含む講義全体に対する詳義評価,教官が行った最
終評価,これら3つの評価とも評定でみれば,総て
について,ほぼ良か優に相当し,今回の授業実践は
ほぼ所定の成果を得たと考えたい｡また,提出数の
少なかった全学実施アンケー トの授業評価からも,
全体として受講生の満足が得られていると考えられ
る｡
ただ,多くの受講生において最終評価,自己評価,
講義評価の順で評価が低くなり,自己評価の要素と
して出席,グループでのとりまとめと報告,レポー
ト作成,発言 ･態度の順で,いわば自信の度合いが
小さくなっていることは,気がかりである｡また.
正規の期日より遅れて提出したレポートの割合は
全体で2割近くに及び,遅刻したり,早退したりす
る受講生も少なくない｡これらの把握が十分でなか
ったことは反省したい｡さらに,｢課題が多い｣と
いう不満はさておき,遂行やとりまとめなどに時間
的余裕ができるように,課題を早く出したり予告す
る努力はしていかなければならないだろう｡
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